
六
甲
山
政
の
観
光
・
休
養
地
化
に
つ
い
て

F市

見

悦

:ib. 
i口

:沖之
;f;木

Eヨ
Eヨ

久

{ま

カi

し

き

六甲山地の観光・休養地化について

神
戸
市
街
地
の
背
後
に
扉
風
を
た
て
た
よ
う
に
横
た
わ
っ
て
い
る
六
甲
山
地
は
、
最
高
地
点
の
東
六
甲
山
で
も
標
高
は
九
三
二
メ

l
ト

ル
で
必
ら
ず
高
い
山
と
は
い
え
な
い
が
、
急
傾
斜
の
逆
断
層
面
を
大
阪
湾
側
に
向
け
て
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
、
山
頂
か
ら
の
眺
望
は
百
万

ド
ル
の
夜
景
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
素
晴
ら
し
い
し
、

ま
た
都
心
部
か
ら
手
軽
に
山
登
り
の
気
分
を
味
う
こ
と
が
で
き
る
絶
好
な
山
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
山
頂
の
気
温
は
、
神
戸
市
街
地
の
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
平
均
四

1
五
度
低
い
の
で
、
夏
は
保
養
に
、
冬
は
ス
キ

ー
、
ス
ケ
ー
ト
を
手
軽
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
山
地
で
、
明
治
中
期
に
英
人
グ
ル
!
ム
が
山
頂
に
山
荘
を
構
え
、
付
近
に
ゴ
ル
フ

場
を
造
っ
て
夏
の
保
養
地
と
し
て
利
用
し
て
以
来
、
神
戸
市
や
阪
神
在
住
者
の
観
光
、
休
養
地
と
し
て
は
な
ば
な
し
い
発
展
を
と
げ
て
き

た
。
六
甲
山
地
は
前
述
の
よ
う
に
明
治
中
期
以
来
阪
神
地
方
随
一
の
観
光
、
休
養
地
と
し
て
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
土
地
で
あ
る
の
と
、

昭
和
十
三
年
七
月
豪
雨
を
始
め
、
岡
山
地
一
帯
が
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
た
び
に
山
麓
の
神
戸
、
芦
屋
市
街
地
な
ど
が
甚
大
な
被
害
を
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蒙
っ
て
き
た
の
で
、
岡
山
地
の
地
形
、

地
質
に
つ
い
て
は
本
間
①
・
上
治
@
@
・
藤
田
博
士
号

生
物
に
つ
い
て
は
室
井
氏
@
、
地
形
地
質
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と
山
崩
れ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
毎
日
新
聞
神
戸
支
局
@
、

岡
山
地
を
巡
る
歴
史
と
文
学
な
ど
に
つ
い
て
は
竹
中
氏
⑦
、

六
甲
山
頂
の
外

人
村
そ
の
他
に
つ
い
て
は
西
村
@
、
福
本
氏
@
そ
の
他
@
、

自
然
と
人
文
と
の
概
観
に
つ
い
て
は
前
述
の
毎
日
新
聞
神
戸
支
局
@
、
裏
山
登

山
に
つ
い
て
は
落
合
氏
⑫
、
昭
和
以
降
の
開
発
の
経
過
に
つ
い
て
は
阪
神
⑬
、
京
阪
神
急
行
電
鉄
@
と
い
う
ぐ
あ
い
に
す
で
に
数
多
く
の
研

究
あ
る
い
は
報
告
書
が
出
さ
れ
て
お
り
、

い
ま
さ
ら
筆
者
ら
が
蛇
足
を
加
え
る
必
要
が
な
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
先
学
者

の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
結
果
を
検
討
す
る
と
、
六
甲
山
地
を
め
ぐ
る
自
然
現
象
の
よ
う
な
時
期
的
変
化
の
乏
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
戦
前

に
続
き
戦
後
も
着
々
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
し
、

ま
た
移
り
変
り
の
は
げ
し
い
人
文
、
社
会
現
象
で
も
、
明
治
以
前
お
よ
び
、
明
治
中

期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
突
如
出
現
し
た
六
甲
山
頂
の
外
人
村
な
ど
に
つ
い
て
は
今
と
な
っ
て
は
こ
れ
以
上
の
研
究
は
不
可
能
と
思
わ

れ
る
と
こ
ろ
ま
で
研
究
が
す
で
に
進
め
ら
れ
て
い
る
o

と
こ
ろ
が
、
外
人
村
没
落
以
後
に
発
生
し
た
六
甲
山
地
の
あ
わ
た
だ
し
い
観
光
、

休
養
化
に
つ
い
て
は
そ
の
聞
に
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
思
い
が
け
な
い
事
件
が
お
こ
り
資
料
が
散
逸
し
た
た
め
か
、
ま
と
ま
っ
た
研
究

が
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
筆
者
ら
は
外
人
村
発
生
以
後
に
重
点
を
お
い
て
六
甲
山
地
が
ど
の
よ
う
に
開
発
さ
れ
て

わ
が
国
屈
指
の
山
岳
観
光
、
休
養
地
化
の
道
を
た
ど
っ
て
現
在
に
至
っ
た
か
を
研
究
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
て
、
先
学
諸
賢
の
批
判
を

仰
ぐ
こ
と
に
し
た
o

本
研
究
を
行
う
に
当
っ
て
は
神
戸
市
の
水
道
局
、
調
査
室
そ
の
他
の
神
戸
市
当
局
あ
る
い
は
六
甲
山
頂
の
派
出
所
勤

務
の
警
官
諸
氏
、
六
甲
山
自
治
会
長
、
六
甲
山
小
学
校
教
官
そ
の
他
数
多
く
の
人
た
ち
に
多
大
の
援
助
を
受
け
た
o

こ
こ
に
そ
の
由
を
記

し
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

③②①  

上本
d 治問

寅不
次二
郎男

六
甲
山
地
の
形
成
地
球
一

O
の
四
、
一
九
二
八
年
。

五
万
分
一
六
甲
山
塊
地
質
図
一
九
三
八
年
。

六
甲
山
塊
の
地
質
と
構
造
地
学
雑
誌
五
八
四
、

一
九
三
七
年
。
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⑬⑬⑫⑪⑬③③①⑥⑤@  

一
九
六
四
年
。

藤
田
和
夫
他
二
氏
編
五
万
分
一
神
戸
市
及
び
隣
接
地
域
の
地
質
図

室
井
綜
編
六
甲
の
自
然
一
九
六

O
年。

毎
日
新
聞
神
戸
支
局
編
六
甲
山
を
切
る
神
戸
販
連
載
一
九
六
七
年
。

竹
中
清
一
六
甲
-
九
三
三
年
。

西
村
貫
一
日
本
ゴ
ル
フ
史
一
九
三

O
年。

福
本
椿
水
半
世
紀
前
の
六
甲
山
誌
株
式
時
報

神
戸
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
史
一
九
五
八
年
一
九
六
五
年
。

毎
日
新
聞
神
戸
支
局
編
六
甲
山
系
一
九
六
三
年
。

落
合
重
信
神
戸
一
一
栗
山
登
山
史
略
一
九
六
三
年
。

阪
神
電
鉄
株
式
会
社
輸
送
奉
仕
の
五
十
年
一
九
五
五
年
。

京
阪
神
急
行
五
十
年
史
一
九
五
九
年
。

外
人
に
よ
る
六
甲
山
地
の
開
発

③ 

外
人
村
出
現
以
前
の
六
甲
山
地

わ
が
国
で
は
、
比
叡
山
、
高
野
山
、
信
貴
山
そ
の
他
の
山
地
の
場
合
で
み
ら
れ
る
通
り
、
俗
界
か
ら
隔
離
さ
れ
た
山
地
は
、
信
仰
を
対

象
と
し
た
神
社
あ
る
い
は
仏
閣
な
ど
の
進
出
で
早
く
か
ら
開
発
さ
れ
た
場
合
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
六
甲
山
地
は
、
山
頂
の
平
凡
さ
が

災
し
て
か
、
神
社
、
仏
閣
と
い
え
ば
摩
耶
山
頂
(
六
九
八
メ
ー
ト
ル
)

の
切
利
天
上
寺
、

お
よ
び
再
度
山
頂
(
四
六
八
メ
ー
ト
ル
)

の
大

竜
寺
、
山
麓
の
甲
山
(
二
一

O
九
メ
ー
ト
ル
)
中
腹
の
神
呪
寺
お
よ
び
付
近
の
鷲
林
寺
、
塩
尾
寺
(
何
れ
も
廃
寺
)
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
り

161 

そ
れ
ら
の
寺
院
は
何
れ
も
六
甲
山
地
の
前
山
に
位
置
し
、
主
峯
の
六
甲
山
頂
に
は
神
社
、
仏
閣
は
全
然
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
ぐ
あ

い
で
六
甲
山
頂
は
明
治
二
八
年
神
戸
の
貿
易
商
人
グ
ル

l
ム
が
三
国
池
の
ほ
と
り
に
山
荘
を
構
え
、
友
人
に
紹
介
し
、
雲
仙
山
頂
の
外
人
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引い1

「門う主主l¥1'"0'

図 1 明治18年頃の六甲山頂付近

村
と
併
称
さ
れ
た
集
落
が
誕
生
す
る
ま
で
は
「
古
来
六
甲
山

は
不
毛
の
土
地
と
し
て
関
係
村
た
る
武
庫
郡
六
甲
、

都

賀

浜
、
山
田
お
よ
び
本
村
所
轄
唐
橿
村
の
諸
村
は
、
雑
草
刈
取

り
を
も
っ
て
唯
一
の
目
的
と
な
せ
る
と
こ
ろ
な
り
。

(中

略
)
該
目
的
の
他
に
お
い
て
人
馬
の
通
行
も
冬
季
を
除
き
察

々
と
し
て
そ
の
数
知
る
ほ
ど
な
り
。
L

と
有
野
村
々
巨
大
河
原
市

太
郎
氏
の
英
人
グ
ル

l
ム
宛
の
書
簡
に
あ
る
通
り
、
山
麓
の

人
た
ち
が
採
草
地
と
し
て
利
用
し
、
時
に
は
寛
文
九
年
や
享

保
十
四
年
に
発
生
し
た
領
域
に
つ
い
て
の
山
争
い
@
が
起
る

な
ど
の
事
態
が
発
生
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
人
々

が
定
住
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
北
摂
と
阪
神
地
方
と
を
結
ぶ
コ

l
ス
の
う
ち
六
甲

山
越
の
コ

l
ス
は
、
武
庫
川
低
地
づ
た
い
の
有
馬
街
道
、
湊

川
の
支
流
天
王
川
低
地
づ
た
い
の
有
馬
道
に
く
ら
べ
て
道
そ

の
も
の
は
難
路
で
あ
っ
た
が
、
時
間
的
な
距
離
が
か
な
り
短

い
の
で
早
く
か
ら
魚
屋
道
、
有
馬
、
住
吉
道
、
石
切
道
、
実
、

天
山
道
、
前
ノ
辻
道
、
柏
谷
道
、
布
引
道
、
再
度
道
な
ど
の



踏
み
分
け
道
が
早
く
か
ら
生
れ
、
旅
を
急
ぐ
人
た
ち
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
正
徳
年
問
、
駅
法
の
改
正
で
、
街
道
筋
に
宿

駅
が
設
け
ら
れ
、
通
行
料
を
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
⑩
@
、
脱
税
の
手
段
の
一
つ
に
六
甲
越
の
道
を
選
ぶ
人
た
ち
が
増
加
し
、

い
わ
ゆ

る
抜
け
荷
道
が
発
達
し
た
が
、
常
住
集
落
が
発
生
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
o

さ
ら
に
六
甲
山
地
は
前
述
の
よ
う
な
抜
け
荷
道
と
し
て
選

ば
れ
た
ば
か
り
か
、
幕
末
に
は
外
国
人
と
の
紛
争
を
恐
れ
た
幕
府
に
よ
っ
て
西
国
街
道
の
表
街
道
に
指
定
さ
れ
よ
う
と
し
た
。
現
在
石
楠

お
お
ぶ

花
山
の
南
麓
を
東
西
に
通
ず
る
徳
川
道
が
そ
れ
で
、
幕
府
は
、
浜
手
伝
い
の
西
国
街
道
を
住
吉
、
石
屋
川
付
近
か
ら
篠
原
、
摩
耶
、
小
部
、

藍
那
、
白
川
、
大
蔵
谷
を
経
て
明
石
に
通
ず
る
山
手
に
移
し
、
神
戸
に
上
陸
す
る
外
人
と
の
紛
争
を
避
け
よ
う
と
し
た
が
、
徳
川
幕
府
の

崩
壊
で
中
絶
し
、
こ
の
場
合
も
沿
道
に
集
落
を
発
生
さ
せ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

六甲山地の観光・休養地化について

⑪⑬⑬  

有
野
村
誌

八
木
哲
治

池

野

茂

神
戸
大
学
「
近
代
」
七
一
九
五
三
年
。

一
二
の
三
一
九
六
O
年。

二
三
六

t
二
三
九
頁
一
九
四
八
年
。

近
世
宿
駅
論
争
l
摂
津
国
有
馬
郡
生
瀬
駅
の
歴
史
|

裏
六
甲
の
道
路
系
と
宿
駅
生
瀬
の
動
向
人
文
地
理

⑧ 

ア
イ
ス
ロ
ー
ド

世
界
的
な
気
温
の
上
昇
か
、
そ
れ
と
も
山
麓
の
急
激
な
都
市
化
の
た
め
か
、
近
年
六
甲
山
頂
の
冬
の
気
温
は
零
下
十
数
度
に
下
る
こ
と

は
稀
で
、
山
麓
の
神
戸
市
と
の
気
温
差
は
一
応
四

l
五
度
は
あ
る
が
、

が
、
明
治
の
前
期
に
は
醸
寒
の
候
に
は
山
頂
の
自
然
池
は
結
氷
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
着
目
し
て
始
ま
っ
た
の
が
冬
山
頂
の
池

の
氷
を
氷
室
に
貯
蔵
し
、
夏
季
に
神
戸
市
衛
地
に
運
び
出
す
と
い
う
商
売
で
あ
っ
た
。
六
甲
山
頂
の
氷
を
冬
切
り
取
り
、
夏
ま
で
山
頂
に

山
頂
の
池
の
水
が
長
期
に
亘
っ
て
結
氷
す
る
こ
と
は
珍
ら
し
い
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貯
蔵
し
、
夏
、
神
戸
市
街
地
に
運
び
売
り
出
す
商
売
が
神
戸
市
の
山
田
、
浅
井
屈
で
始
め
ら
れ
た
の
は
明
治
二
十
年
前
後
の
よ
う
に
思
わ



164 

れ
る
が
⑮
、

土
橋
か
ら
前
ノ
辻
を
結
ぶ
け
わ
し
い
前
ノ
辻
道
は
、

ア
イ
ス
ロ
ー
ド
と
し
て
ま
た
土
橋
方
面
と
六
甲
山
頂
方
面
と
を
結
ぶ
最

短
コ

l
ス
と
し
て
見
直
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
後
日
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
コ

l
ス
と
し
て
選
定
さ
れ
た
o

ま
た
天
然
氷
の
採
取
の
た
め
造
ら

れ
た
西
は
三
国
池
方
面
か
ら
東
ば
八
代
池
方
面
に
か
け
て
分
布
す
る
多
く
の
溜
池
涼
、
現
在
冬
季
は
ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
春
、
夏
、
秋
の

候
は
山
頂
の
風
情
を
添
え
る
大
き
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
川
西
、
松
方
、
川
崎
、
住
友
、
九
鬼
そ
の
他
付
近
の
山
荘
所
有

者
の
名
な
ど
に
因
ん
だ
大
小
三
十
余
の
池
は
自
然
池
の
氷
の
不
足
を
補
う
た
め
に
新
た
に
掘
ら
れ
た
人
工
池
で
あ
り
、
六
甲
山
地
の
観

光
、
休
養
化
に
思
い
が
け
な
い
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
o

⑬
毎
日
新
聞
神
戸
支
局
編
の
「
六
甲
山
系
」
に
よ
る
と
六
甲
山
頂
の
天
然
氷
の
採
取
が
神
戸
市
の
浅
井
、
山
田
両
広
で
始
ま
っ
た
年
は
グ
ル
i
ム
の

六
甲
山
頂
の
山
荘
経
営
に
先
だ
つ
こ
と
二
十
年
す
な
わ
ち
明
治
七

t
八
年
頃
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
十
八
年
測
図
の
二
万
分
一
地
形
図

「
六
甲
」
図
幅
に
は
六
甲
山
頂
の
溜
池
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
し
、
明
治
二
十
八
年
一
一
一
国
池
畔
に
山
荘
を
建
設
し
た
ブ
ル
l
ム
た
ち
は
池
に
ボ
l
ト
を

浮
べ
て
遊
ん
だ
と
あ
る
か
ら
、
六
甲
山
頂
の
溜
池
か
ら
氷
の
切
出
し
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
二
十
年
前
後
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

。
在
神
外
人
に
よ
る
六
甲
山
頂
の
開
発

六
甲
山
地
は
前
述
の
通
り
、
江
戸
時
代
は
も
ち
ろ
ん
明
治
初
年
に
入
っ
て
も
山
麓
の
人
た
ち
が
薪
や
木
炭
の
材
料
あ
る
い
は
牛
馬
の
飼

料
を
求
め
て
入
山
す
る
か
、
北
摂
、
阪
神
地
方
を
結
ぶ
最
近
コ

l
ス
と
し
て
利
用
す
る
人
が
あ
っ
た
が
、
常
住
集
落
が
発
生
す
る
に
至
ら

な
か
っ
た
。
ま
た
明
治
二
十
年
頃
、
在
神
の
氷
屋
の
手
に
よ
る
天
然
氷
の
切
り
出
し
が
始
ま
っ
た
が
、
こ
れ
と
て
季
節
的
な
集
落
の
発
生

を
み
た
程
度
で
あ
り
常
住
集
落
化
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
明
治
二
十
八
年
、
在
神
外
商
ア

1
サ

グ
ル

1
ム
が
六
甲
山
頂
の
風
物

が
故
郷
英
国
の
風
物
に
類
似
し
て
い
る
の
が
気
に
入
り
、

三
国
池
畔
に
四
六
坪
の
山
荘
を
建
設
す
る
に
お
よ
ん
で
六
甲
山
地
は
保
養
、
観
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写真 1 三国池とゲルームの山荘跡

石碑はグルームの居留地の家屋番号

光
地
と
し
て
新

ら
し
い
時
代
を

迎
え
る
こ
と
に

E

っ
こ
。
、
、

7

7

L

L

 

か
え
る
と
、
グ

ル
ー
ム
が
三
国

池
畔
に
山
荘
を

建
設
し
、
居
留

地
の
商
館
の
番

号
に
因
み
一

O

一
号
館
と
称

介
す
る
や
、
神
戸
市
街
地
の
酷
暑
に
堪
え
か
ね
て
い
た
外
人
中
に
は

し
、
友
人
に
紹

続
々
六
甲
山
頂
に
山
荘
を
構
え
る
も
の
が
相
次
、
ぎ
、
数
年
後
に
は
三

165 

一一、

国
池
か
ら
前
述
に
か
け
て
の
豆
根
づ
た
い
に
一

O
回
、
二

C
、

一
八
、
八
三
、

五

一0
0、

一、

五
三
号
館
、

ノ

l
ス
ロ
ー
ド
沿
い
に
七
、

四
六
、
九
、

一む、

一
O
九
、
六
六
、

五

明治末期の六甲山頂集落と地形との関係図 2
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九
号
館
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ウ
ォ
ク
付
近
に
八
八
、
三
八
、
記
念
碑
付
近
に
一
二
、

五
二
、
九
号
別
館
、

サ
ン
セ
ッ
ト
ロ

l
ド
付
近
に
五
、
八

一O
O、
一
O
九
号
館
、
奥
山
谷
道
に
八
六

B
号
館
、

シ
ュ
サ
イ
ン
ロ

l
ド
付
近
に
フ
オ
ス
、

ラ
ビ
ッ
ト
山
荘
、

四
六
、

三
九
号

館
、
石
切
道
に
七
A
、
B
号
館
、

ベ
ル
ピ
ュ
ア
リ
マ
ロ

l
ド
付
近
に
四

O
号
館
と
い
う
ぐ
あ
い
に
西
は
三
国
池
付
近
か
ら
東
は
現
在
の
高

山
植
物
園
付
近
に
か
け
て
東
西
に
広
が
る
尾
根
づ
た
い
の
平
担
一
面
に
つ
、
ぎ
つ
ぎ
外
人
山
荘
が
立
ち
並
ぶ
に
い
た
っ
た
。
そ
し
て
四
十
三
年

頃
に
は
英
人
山
荘
二
八
戸
、
独
人
山
荘
九
戸
、
米
人
四
戸
、
仏
人
二
戸
、
白
人
一
戸
そ
の
他
と
い
う
ぐ
あ
い
に
各
国
人
の
山
荘
が
立
ち
並

び
そ
の
数
は
四
四
戸
、

さ
ら
に
大
正
初
年
に
は
五
四
戸
に
の
ぼ
り
、
外
人
を
中
心
と
し
た
保
養
集
落
が
で
き
、
大
正
五
年
に
は
駐
在
所
ま

で
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
当
時
六
甲
山
頂
に
山
荘
を
構
え
た
外
人
は
神
戸
市
内
の
居
留
地
と
山
頂
の
山
荘
と
の
往
復
に
五
毛
あ
た
り
か
ら
カ
ス
ケ
ー
ド
パ

レ
i
(
柚
谷
道
)
、
大
石
、
新
在
家
方
面
よ
り
六
甲
、
篠
原
を
経
て
土
橋
に
で
、
そ
こ
か
ら
前
ノ
辻
道
、

ア
イ
ス
ロ
ー
ド
あ
る
い
は
土
橋
か

ら
右
に
折
れ
る
け
わ
し
い
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
道
を
カ
ゴ
あ
る
い
は
馬
な
ど
を
利
用
し
た
の
で
、

カ
ス
ケ
ー
ド
バ
レ

I
の
終
点
一
二
国
池
付

近
、
ア
イ
ス
ロ

l
ド
(
前
ノ
辻
道
)
の
終
点
な
ど
に
は
カ
ゴ
屋
の
丁
場
が
で
き
、
付
近
に
茶
居
、
売
庖
が
集
ま
り
郵
便
局
も
設
け
ら
れ
る
な

ど
休
養
集
落
の
発
生
を
促
進
し
た
。
ま
た
六
甲
山
頂
に
山
荘
を
構
え
た
外
人
は
、

ベ
ル
ピ
ュ
ア
リ
マ
ロ

1
ド
沿
い
の
海
抜
八

O
Oメ
l
ト

ル
内
外
の
草
原
に
着
目
し
、
明
治
三
十
四
年
(
一
九

O
一
年
)
に
四
ホ
ー
ル
の
ゴ
ル
フ
場
を
建
設
し
、
一
二
十
六
年
に
九
ホ
ー
ル
、
同
四
十
年

に
十
八
ホ
l
ル
と
い
う
ぐ
あ
い
に
拡
張
し
、
六
甲
山
頂
の
景
観
を
多
彩
な
ら
し
め
、
同
三
十
六
年
に
は
わ
が
国
最
初
の
神
戸
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
を
創
設
し
た
。
ま
た
六
甲
山
頂
に
山
荘
を
構
え
た
外
人
は
道
路
の
開
発
に
当
っ
た
。
現
在
も
な
お
シ
ュ
ラ
イ
ン
ロ

l
ド、

サ
ウ
ス
ロ
ー

ド
、
ノ

l
ス
ロ
ー
ド
、

サ
ン
セ
ッ
ト
ロ

l
ド、

サ
ン
ラ
イ
ズ
ロ

l
ド、

シ
ュ
サ
イ
ン
ロ

l
ド、

ベ
ル
ピ
ュ
ア
リ
マ
ロ

1
ド、

シ
エ

l
ル
ロ

ー
ド
、
あ
る
い
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ポ
イ
ン
ト
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
外
国
名
地
名
や
道
路
、
が
少
く
な
い
の
は
そ
の
名
残
り
で
あ



り
、
後
日
、
六
甲
山
地
の
観
光
、
休
養
地
化
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

電
鉄
会
社
に
よ
る
六
甲
山
地
の
開
発

③ 

欧
洲
大
戦
の
勃
発
と
邦
人
の
山
頂
進
出

六
甲
山
地
は
前
述
の
通
り
、
明
治
二
十
八
年
に
グ
ル

l
ム
が
三
国
池
畔
に
山
荘
を
構
え
て
以
来
、
外
人
の
避
暑
地
と
し
て
脚
光
を
あ
び

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
う
な
る
と
別
荘
番
人
、
厨
夫
、
ボ
l
ィ
、
女
中
と
し
て
ま
た
外
人
相
手
の
商
売
の
た
め
に
邦
人
の
山
頂
に
進
出

す
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
外
人
に
見
習
っ
て
山
荘
を
構
え
る
も
の
が
多
く
な
り
、
す
で
に
明
治
四
十
三
年
に
は
六
甲
山
頂
山
荘
五

六
戸
の
う
ち
そ
の
一
一
一
%
(
十
三
戸
)

は
邦
人
所
有
の
も
の
で
あ
り
、
大
正
三
年
の
山
頂
の
夏
季
人
に
三
六
三
人
(
但
し
外
人
の
子
供
は

六甲山地の観光・休養地化について

除
く
)

の
う
ち
そ
の
六
O
%
(
二
一
九
人
)

は
邦
人
が
占
め
る
と
い
う
情
勢
で
邦
人
の
山
頂
進
出
は
急
激
に
目
だ
っ
て
き
た
。
そ
う
し
て

」
う
し
た
傾
向
は
欧
洲
大
戦
の
勃
発
で
決
定
的
に
な
っ
た
。

大
正
三
年
欧
洲
大
戦
が
勃
発
す
る
や
、

六
甲
山
頂
の
別
荘
所
有
の
在
神
外
人
貿
易
商
は
甚
大
な
打
撃
を
受
け
続
々
帰
国
し
た
の
に
対

そ
し
て
戦
争
で
巨
額
の
富
を
得
た
松
方
、

し
、
港
都
神
戸
は
未
曾
有
の
好
景
気
到
来
で
成
金
が
続
出
し
た
。

滝
川
、

小
寺
、
広
岡
、
川

西
、
黒
川
、
鈴
木
そ
の
他
の
富
豪
の
な
か
に
は
、
須
磨
、
布
引
そ
の
他
の
山
麓
の
景
勝
地
と
な
ら
ん
で
六
甲
山
頂
に
山
荘
を
構
え
る
も
の

が
相
つ
い
だ
。
そ
の
た
め
外
人
村
時
代
山
荘
化
が
後
れ
が
ち
で
あ
っ
た
シ
ュ
ラ
イ
ン
ロ

l
ド、

ノ

l
ス
ロ
ー
ド
、

サ
ウ
ス
ロ
ー
ド
一
帯
副

屋
根
の
景
勝
地
の
山
荘
地
化
に
新
時
代
が
到
来
す
る
と
と
も
に
、
六
甲
山
頂
の
富
豪
の
山
荘
地
化
に
黄
金
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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(s) 

電
鉄
会
社
に
よ
る
六
甲
山
地
の
開
発

@ 

阪
神
電
鉄
の
場
合

大
正
三
年
に
勃
発
し
た
欧
洲
大
戦
は
、
明
治
中
期
以
後
突
如
発
生
し
長
崎
県
雲
仙
山
頂
の
外
人
村
と
併
称
さ
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れ
た
六
甲
山
頂
の
外
人
村
を
没
落
さ
せ
、
邦
人
の

富
豪
避
暑
地
と
し
て
六
甲
山
地
を
見
直
さ
せ
た

が
、
昭
和
に
入
っ
て
阪
神
電
鉄
、
京
阪
神
急
行
電

鉄
な
ど
が
改
め
て
山
地
の
開
発
に
乗
り
出
す
に
お

よ
ん
で
、
高
額
所
得
者
の
み
な
ら
ず
、

一
般
庶
民

の
観
光
、
休
養
地
と
し
て
新
し
い
時
代
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。

阪
神
電
鉄
は
、
明
治
末
期
に
六
甲
ホ
テ
ル
西
方

の
小
寺
別
荘
を
買
入
れ
、
社
員
お
よ
び
一
般
登
山

者
の
休
養
施
設
に
あ
て
た
り
、
欧
洲
大
戦
の
勃
発

で
帰
国
し
た
外
人
に
代
っ
て
進
出
し
た
邦
人
別
荘

に
電
気
を
供
給
す
る
な
ど
六
甲
山
頂
の
開
発
に
阜

用

く
か
ら
着
手
し
て
き
た
が
、
昭
和
二
年
、
小
学
校
建

築
費
の
撚
出
の
た
め
に
有
野
村
が
売
り
出
し
た
西

利地

は
二
つ
岩
か
ら
東
は
六
甲
山
地
最
高
峰
に
近
い
極

土

楽
渓
付
近
、
北
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
か
ら

の

雲
ケ
岩
、
南
は
前
ノ
辻
か
ら
記
念
碑
に
至
る
部
落
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頂

所
有
地
三
五
一
町
歩
、

さ
ら
に
同
六
年
中
上
土
地

山

会
社
が
住
吉
村
か
ら
買
上
げ
契
約
中
の
六
甲
山
ホ

甲

テ
ル
付
近
の
土
地
三
十
余
町
を
買
収
す
る
と
と
も

-/、

に
凌
雲
荘
遊
園
地
付
近
そ
の
他
の
土
地
五
十
町
歩

図 3

を
譲
り
受
け
、
観
光
、
休
養
地
と
し
て
総
合
開
発
に

乗
り
出
す
に
お
よ
ん
で
六
甲
山
地
の
観
光
休
養
地

化
に
新
ら
し
い
時
代
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

阪
神
電
鉄
は
有
野
村
唐
橋
そ
の
他
か
ら
買
入
れ

た
約
三
百
町
歩
に
近
い
六
甲
山
頂
の
土
地
を
開
発

す
る
に
当
り
、
山
地
の
開
発
の
成
否
の
鍵
は
水
と

観
光
資
源
に
あ
る
と
の
構
想
に
立
ち
、
水
源
を
確

保
す
る
た
め
の
水
源
、
森
林
地
区
の
保
存
に
っ
と

め
る
と
と
も
に
、
山
頂
を
訪
れ
る
人
た
ち
を
楽
し

ま
せ
る
遊
園
施
設
、
山
上
住
民
の
た
め
の
商
業
施

設
な
ど
従
来
や
や
も
す
る
と
見
逃
が
さ
れ
て
き
た

観
光
、
休
養
、
娯
楽
施
設
の
整
備
に
慎
重
な
配
慮

を
め
ぐ
ら
す
と
と
も
に
、
外
人
が
山
頂
に
別
荘
を
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構
え
て
以
来
、
六
甲
山
地
の
特
色
と
な
っ
て
き
た
保
養
地
化
を
進
め
る
に
当
っ
て
も
、
新
た
に
一
般
庶
民
用
の
も
の
を
'
加
え
る
な
ど
多
角

的
な
開
発
を
企
図
し
た
。
そ
し
て
そ
の
手
は
じ
め
に
全
経
営
地
を
森
林
地
区
、
水
源
地
区
、
遊
園
地
区
、
住
宅
お
よ
び
商
業
地
区
の
五
つ

の
地
区
に
区
分
し
て
建
設
の
名
の
も
と
に
行
わ
れ
や
す
い
破
壊
防
止
の
総
合
開
発
を
昭
和
五
年
頃
か
ら
本
格
的
に
開
始
し
た
。

ま
ず
六
甲
山
地
の
観
光
、
休
養
地
化
の
基
本
と
も
み
ら
れ
る
水
源
地
や
風
致
資
源
保
持
の
た
め
、
水
源
、
森
林
地
区
と
し
て
現
在
の
サ

ン
セ
ッ
ト
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
な
ら
び
に
東
六
甲
縦
走
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
以
北
の
長
尾
谷
、
清
水
谷
、
山
水
谷
地
区
を
当
て
、
宿
泊
施
設
と

し
て
は
天
狗
岩
付
近
の
景
勝
地
の
六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
、
そ
の
東
北
方
の
景
勝
地
の
凌
雲
荘
、
六
甲
山
ハ
ウ
ス
な
ど
を
当
て
る
こ

と
に
し
た
。
ま
た
遊
園
地
と
し
て
は
、
昭
和
八
年
に
は
清
水
谷
の
景
勝
地
一
万
坪
に
標
高
八

o
o
i九
0
0
メ
ー
ト
ル
の
六
甲
山
地
特
有

の
気
候
を
生
か
し
て
千
数
百
種
に
お
よ
ぶ
高
山
、
冷
涼
地
の
植
物
を
集
め
た
高
山
植
物
園
、
同
十
二
年
に
は
八
代
池
付
近
の
景
勝
地
五
万

坪
に
は
、

ベ
ビ
l
ゴ
ル
フ
場
、

ス
キ

l
、
ス
ケ
ー
ト
施
設
、
運
動
広
場
、
観
光
リ
フ
ト
、
釣
池
な
ど
子
供
用
の
遊
園
施
設
を
備
え
た
カ
ン

ツ
リ
ハ
ウ
ス
遊
園
地
、
山
頂
内
随
一
の
展
望
地
の
標
高
八
八

0
メ
ー
ト
ル
凌
雲
荘
ホ
テ
ル
付
近
に
凌
雲
荘
遊
園
地
、
大
正
三
年
六
甲
山
地

開
発
パ
イ
オ
ニ
ア
、
グ
ル

l
ム
の
功
績
を
た
た
え
た
六
甲
山
開
祖
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
以
来
、
急
に
脚
光
を
あ
び
る
に
い
た
っ
た
六
甲
山

ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
分
岐
点
に
記
念
碑
遊
園
地
に
あ
て
た
り
、
長
尾
谷
、
新
池
付
近
の
景
勝
地
を
新
た
に
苑
地
に
指
定
す
る
な
ど
六
甲
山

地
の
観
光
、
休
養
地
化
を
進
め
る
に
当
っ
て
は
こ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
た
。

ま
た
六
甲
山
地
の
保
養
地
と
し
て
開
発
を
進
め
る
に
当
っ
て
も
阪
神
電
鉄
当
局
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
高
額
所
得
者
本
位
の
住
宅
地

化
の
ほ
か
に
一
般
庶
民
の
住
宅
地
化
と
い
う
新
ら
し
い
方
針
を
加
え
、
六
甲
山
ゴ
ル
フ
場
の
南
側
す
な
わ
ち
サ
ン
ラ
イ
ズ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ

イ
北
方
の
天
狗
岩
付
近
の
景
勝
地
や
サ
ン
セ
ッ
ト
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
北
方
の
雲
ケ
岩
付
近
の
景
勝
地
を
高
級
建
売
り
、
貸
山
荘
地
区
、

カ

ン
ツ
リ
ハ
ウ
ス
付
近
を
中
級
建
売
り
、
貸
山
荘
地
区
、

サ
ン
ラ
イ
ズ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
南
斜
面
そ
の
他
の
地
区
を
バ
ン
ガ
ロ
ー
地
区
あ
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る
い
は
キ
ャ
ン
プ
村
地
区
に
当
て
る
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
特
色
を

生
か
し
て
保
養
地
化
を
進
め
た
。
こ
う
し
た
阪
神
電
鉄
の
六
甲
山
荘
に

お
け
る
保
養
施
設
の
多
角
経
営
は
、
高
額
所
得
者
の
み
な
ら
ず
、
冷
涼

地
に
社
員
の
山
の
家
を
求
め
て
や
ま
な
か
っ
た
銀
行
、
会
社
、
官
庁
な

昭和g年頃の六甲山頂の集落

ど
の
要
望
を
み
た
す
こ
と
に
な
っ
た
ば
か
り
か
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
キ
ャ
ン

プ
村
は
青
少
年
に
も
い
た
く
喜
ば
れ
、
青
少
年
た
ち
の
夏
の
天
国
と
な

る
と
と
も
に
昭
和
八
年
の
天
狗
岩
住
宅
地
建
設
を
皮
切
り
に
山
水
荘
、

カ
ン
ト
リ
ー
山
荘
と
い
う
ぐ
あ
い
に
続
々
新
住
宅
地
が
生
れ
、

わ
が
国

屈
指
の
山
荘
地
と
し
て
内
外
に
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
o

ま
た
、
六
甲
山
地
の
開
発
の
鍵
の
一
つ
は
交
通
施
設
の
整
備
如
何
に

あ
り
と
み
た
阪
神
電
鉄
当
局
は
、
六
甲
山
頂
と
山
麓
と
を
結
ぶ
交
通
施

図 4

設
と
し
て
土
橋
、
丁
字
ケ
辻
聞
の
表
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
昭
和

年
、
記
念
碑
前
、
唐
橿
聞
の
裏
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
翌
三
年
、
増

井
谷
、
前
ノ
辻
聞
の
六
甲
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
を
同
六
年
、
土
橋
、
山
頂
間

の
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
を
同
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
た
。
ま
た
表
、
裏
六

甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
は
昭
和
四

l
五
年
頃
か
ら
定
期
パ
ス
が
す
で
に
乗

入
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
頂
の
交
通
施
設
の
整
備
の
後
れ
て
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表 1 戦前における六甲山地の交通施設整備状況

摩耶ケーブ、ル 高尾一天上寺間(0.9km)完成

表六甲ドライブウェイ 土橋一前ノ辻間(4.8km)完成

裏六甲ドライブウェイ 記念碑下一唐権問完成

表六甲ドライブウェイ 定期パス乗入れ開始

裏六甲ドライブウェイ 定期パス乗入れ開始

六甲ロープウェイ 増井谷一六甲山ホテル間(1.7km)完成

六甲ケーブル 土橋一六甲山頂間 (2km)完成

六甲山頂回遊道路ケーフやル山上駅記念碑下一高山植物富 山上駅

間 (7km)完成

東六甲縦走ドライブウェイ 極楽渓ー逆瀬川間 完成

7月豪雨でドライブウェイケーブルその他甚大な被害を受ける。

2月六甲ケーブ、ルその他運行休止，軌道の撤去始まる。

六甲ケーブルのみ軌道の撤去を辛うじてまぬがれる。

西六甲縦走の軍用道路小部一奥摩耶間完成

大正11年

昭和2年

昭和3年

昭和4年

昭和5年

昭和 6年

昭和 7年

昭和9年

昭和13年

昭和19年

い
る
の
を
知
り
、

ま
ず
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
終
点
と
向
社
の
経
営
地
と
の
連
絡
を

緊
密
化
す
る
た
め
に
ケ
ー
ブ
ル
終
点
の
山
上
駅
、
記
念
碑
前
問
、
山
上
駅
、

極
楽
渓
間
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

記
念
碑
前
、

極
楽
渓
間
三
キ
ロ
メ

l
ト

ル
、
計
約
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
六
甲
山
廻
遊
道
路
の
建
設
に
着
手

し
、
同
七
年
完
成
す
る
に
い
た
っ
た
。
さ
ら
に
翌
々
年
の
昭
和
九
年
に
は
東

六
甲
の
極
楽
渓
と
宝
塚
市
逆
瀬
川
に
い
た
る
県
営
の
東
六
甲
縦
貫
道
路
の
建

設
費
の
半
ば
約
三

O
万
円
を
提
供
し
同
道
路
の
建
設
促
進
に
尽
力
し
た
。
そ

の
結
果
、
明
治
、
大
正
時
代
ま
で
は
神
戸
市
街
地
と
の
突
通
連
絡
の
悪
い
こ

と
も
災
し
て
開
発
が
お
く
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
東
六
甲
の
山
地
は
画
期
的
な
阪

神
電
鉄
当
局
の
開
発
の
ア
イ
デ
ア
と
交
通
施
設
の
整
備
と
相
倹
っ
て
六
甲
山

地
の
観
光
、
保
養
の
セ
ン
タ
ー
的
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。

@ 

阪
急
電
鉄
の
場
合

阪
急
電
鉄
は
阪
神
電
鉄
に
く
ら
べ
る
と
地
の
利

を
得
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
六
甲
山
地
の
開
発
の
機
会
を
失
し
、
阪
神
電

鉄
に
一
歩
も
二
歩
も
お
く
れ
を
取
っ
た
。
し
か
も
昭
和
の
初
め
奥
村
千
吉
所

昭和20年

有
の
丁
字
ケ
辻
一
帯
七

O
町
歩
お
よ
び
付
近
の
阪
神
電
鉄
所
有
地
九
・
八
万

坪
の
買
収
に
成
功
す
る
や
、
阪
神
電
鉄
系
の
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
と
対
抗
す
る
た

め
、
増
井
谷
、
前
ノ
辻
間
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
で
結
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記念碑下に出現した六甲山頂の商庖街風景

び
、
終
点
に
六
甲
山
ホ
テ
ル
を
配
し
、
付
近
の
開
発
に
着
手
し
た
。
阪
急
系
の
六
甲

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
阪
神
系
の
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
よ
り
一
年
早
く
開
通
し
た
が
、
阪
急
電

鉄
の
経
営
地
は
阪
神
電
鉄
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て
著
し
く
狭
小
で
画
期
的
な
計
画
案
を

た
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
戦
時
中
、
金
属
回
収
で
撤
去
さ
れ
て

し
ま
っ
た
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
は
戦
後
復
旧
の
機
会
を
失
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
阪
急
電

鉄
経
営
地
内
の
前
ノ
辻
は
外
人
村
発
生
当
時
以
来
の
交
通
の
要
地
で
あ
る
う
え
に
、

近
く
の
記
念
碑
付
近
が
観
光
パ
ス
の
駐
車
場
に
指
定
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
時
以
来
連

日
観
光
客
で
賑
わ
い
最
近
で
は
六
甲
山
地
随
一
の
商
業
地
区
に
か
わ
っ
た
。

四

神
戸
市
に
よ
る
六
甲
山
地
の
開
発

写真 2

③ 

摩
耶
山
天
上
寺
付
近
の
遊
園
地
化

い
は
山
荘
、
種
々
の
観
光
、
休
養
施
設
を
整
備
す
る
の
に
は
好
都
合
な
山
地
で
は
あ
る
が
眺
望
の
ょ
い
と
こ
ろ
は
意
外
に
少
な
い
。
と
こ

山
頂
に
準
平
原
の
平
坦
面
が
広
く
横
た
わ
っ
て
い
る
六
甲
山
頂
は
ゴ
ル
フ
場
あ
る

ろ
が
大
化
二
年
法
道
仙
人
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
前
山
の
摩
耶
山
頂
は
標
高
こ
そ
六
九
八
メ
ー
ト
ル
で
取
り
た
て
て
い
う
ほ
ど
高
い

山
で
は
な
い
が
、
六
甲
山
地
の
前
山
前
面
に
横
わ
る
断
層
崖
上
に
位
置
し
、
展
望
は
六
甲
山
地
中
随
一
と
も
い
う
べ
き
土
地
で
、
神
戸
市
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の
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
て
登
山
を
か
ね
て
参
拝
す
る
人
た
ち
が
年
を
追
っ
て
多
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
摩
耶
山
天
上
寺
付
近
の
観
光

地
的
な
要
素
に
着
目
し
て
大
正
十
四
年
に
山
麓
の
高
雄
と
天
上
寺
間
九

0
0
メ
ー
ト
ル
を
結
ぶ
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
が
敷
設
さ
れ
た
。
同
ケ
l
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ブ
ル
は
大
阪
府
下
の
生
駒
ケ
ー
ブ
ル
、
信
貴
山
ケ
ー
ブ
ル
、
神
奈
川
県
箱
根
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
ぐ
わ
が
国
の
第
四
番
目
の
ケ
ー
ブ
ル
と
し
て

登
場
し
た
た
め
、
物
珍
ら
し
さ
も
手
伝
っ
て
連
日
乗
客
が
殺
到
し
た
。
そ
の
結
果
ケ
ー
ブ
ル
の
終
点
に
は
四
階
建
の
摩
耶
ホ
テ
ル
を
始
め
、

旅
館
、
観
光
施
設
が
つ
ぎ
つ
ぎ
建
て
ら
れ
、
信
仰
を
対
象
と
し
た
、
天
上
寺
付
近
は
一
転
し
て
観
光
、
休
養
地
に
変
っ
て
し
ま
っ
た
。

⑧ 

奥
摩
耶
の
遊
園
地
化

外
人
村
時
代
の
踏
み
分
け
道
に
代
っ
て
、
昭
和
時
代
に
入
っ
て
急
速
に
整
備
さ
れ
、
六
甲
山
頂
の
観
光
、
休
養
、
保
養
地
化
に
貢
献
し

た
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
は
昭
和
十
三
年
七
月
の
集
中
豪
雨
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
し
、
摩
耶
山
天
上
寺
付
近
の
観
光
、
休
養
地
化
の
原

動
力
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
も
戦
局
が
急
迫
し
た
昭
和
十
九
年
に
六
甲
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
と
と
も
に
金
属
回
収
を
理
由
に

撤
去
さ
れ
、
六
甲
山
頂
な
ら
び
に
前
山
の
摩
耶
山
の
観
光
、
休
養
地
は
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
昭
和
三
十

年
に
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
は
復
旧
を
み
た
し
、
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
を
復
旧
す
る
に
当
っ
て
神
戸
市
は
同
ケ
ー
ブ
ル
終
点
の
山
上
駅
の
北
方
八

O
O

余
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
位
置
し
、
戦
時
中
高
射
砲
陣
地
に
利
用
さ
れ
て
い
た
奥
摩
耶
の
掬
星
台
一
帯
の
払
下
げ
を
受
け
、
同
地
に
展
望
台
、

各
種
の
遊
戯
施
設
や
野
外
劇
場
な
ど
を
配
置
し
た
遊
園
地
化
を
計
画
す
る
と
と
も
に
ケ
ー
ブ
ル
の
終
点
山
上
駅
と
同
遊
園
地
問
八
二
七
メ

ー
ト
ル
を
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
で
結
ん
だ
。
そ
し
て
奥
摩
耶
遊
園
地
と
背
後
の
西
六
甲
、
東
六
甲
と
の
聞
と
の
連
絡
に
は
戦
時
中
に
神
戸
市
街

地
と
奥
摩
耶
の
掬
星
台
の
高
射
砲
兵
陣
地
と
の
連
絡
路
を
以
て
し
、
昭
和
二
十
年
に
は
定
期
パ
ス
も
通
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
軍
用
道

路
の
後
身
で
あ
る
西
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
お
よ
び
奥
摩
耶
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
あ
て
た
。
西
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
と
奥
摩
耶
ド
ラ
イ

ブ
ウ
ェ
イ
と
の
分
岐
点
奥
摩
耶
口
に
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
着
工
さ
れ
た
ス
イ
ス
の
山
岳
牧
場
に
ヒ
ン
ト
を
得
、
観
光
と
畜
産
奨
励
を
か

ね
た
異
国
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
六
甲
山
牧
場
が
す
で
に
完
成
し
、
観
光
客
が
殺
到
し
始
め
て
い
た
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
の
復

活
、
摩
耶
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
が
新
設
さ
れ
る
と
そ
れ
ら
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て
六
甲
山
に
登
っ
た
り
、
奥
摩
耶
口
か
ら
パ
ス
を
連
ね
て
奥



摩
耶
遊
園
地
を
訪
れ
る
観
光
客
が
激
増
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
結
果
、
奥
摩
耶
遊
園
地
は
連
日
殺
到
す
る
観
光
客
を
迎
え
て
日
曜
、
祭

日
な
ど
は
と
き
な
ら
ぬ
賑
わ
い
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
完
成
す
る
ま
で
は
ケ
ー
ブ
ル
の
終
着
駅
と
し
て
異
常
な
繁

栄
を
示
し
た
天
上
寺
付
近
は
完
全
に
没
落
し
て
往
時
の
盛
況
を
し
の
ぶ
べ
く
も
な
く
な
っ
た
。

。
再
度
山
一
帯
の
遊
園
地
化

神
戸
市
の
都
心
部
の
背
後
に
横
た
わ
り
神
護
景
雲
二
年
(
七
六
八
年
)

の
和
気
清
麻
呂
の
草
創
に
か
か
る
名
刺
大
竜
寺
の
所
在
地
と
し

て
、
ま
た
延
暦
年
間
弘
法
大
師
入
唐
の
際
こ
こ
に
登
り
求
法
を
祈
り
、
大
同
年
聞
に
帰
朝
す
る
や
再
度
上
っ
て
大
願
成
就
を
感
謝
し
た
た

ふ
た
た
び
さ
ん

め
に
摩
尼
山
改
め
再
度
山
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
六
甲
の
前
山
の
一
つ
再
度
山
は
高
度
も
四
六
八
メ
ー
ト
ル
で
さ
ほ
ど
高
く
は
な
い
し
、

山
頂
部
は
も
と
の
、
準
平
原
面
の
名
残
り
と
も
み
ら
れ
る
平
坦
面
が
広
く
横
た
わ
り
眺
望
も
よ
く
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
再
度
山
は
神
戸
市

六甲山地の観光・休養地化について

の
都
心
部
に
近
く
、
オ
フ
ィ
ス
出
勤
前
の
早
朝
に
登
山
す
る
に
は
、
生
田
川
上
流
の
布
引
の
世
継
山
(
四
一
八
メ
ー
ト
ル
)
な
ど
と
と
も
に
手

頃
の
山
で
、
裏
山
登
山
最
盛
期
に
は
早
朝
一

0
0
0人
の
登
山
客
を
迎
え
る
な
ど
神
戸
裏
山
登
山
史
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

そ
う
し
て
こ
う
し
た
神
戸
市
民
の
な
じ
み
の
深
い
土
地
と
都
心
部
の
諏
訪
山
聞
に
昭
和
九
年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
道
路
す
な
わ
ち
現
在

の
再
度
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
が
神
戸
市
の
手
で
建
設
さ
れ
た
し
、
同
十
四
年
に
は
、
修
法
ケ
池
近
く
の
市
有
地
六
六
、

0
C
C平
方
メ

l

ト
ル
に
市
内
春
日
野
道
の
外
人
墓
地
さ
ら
に
戦
後
の
二
十
六
年
に
は
小
野
浜
の
外
人
墓
地
が
移
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
再
度
山
一
帯
は
近

代
的
な
霊
苑
的
性
格
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。
さ
ら
に
修
法
ケ
原
池
の
改
修
そ
の
他
に
よ
る
再
度
公
園
の
出
現
で
、
早
期
登
山
客
の
メ
ッ
カ

再
度
山
一
帯
は
一
転
し
て
神
戸
市
民
が
手
軽
に
遊
べ
る
休
養
で
き
る
休
養
地
に
変
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
再
度
山
一
帯
は
山
頂
か
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ら
の
眺
望
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
北
麓
の
修
法
ケ
池
の
ま
わ
り
は
桜
、
楓
、

つ
つ
じ
な
ど
が
よ
く
繁
茂
し
て
い
て

都
心
部
か
ら
パ
ス
二

O
分
で
深
山
幽
谷
の
気
分
が
満
喫
で
き
る
別
天
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
へ
前
述
の
外
人
墓
地
の
進
出
、
修
法
ケ
池
を
中
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心
と
し
た
市
立
公
園
化
に
続
く
、
修
法
ケ
原
、

五
ツ
辻
聞
の
奥
再
度
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
建
設
に
よ
る
裏
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
連
絡

も
可
能
に
な
り
、
国
鉄
三
宮
駅
か
ら
市
バ
ス
が
通
期
に
通
い
始
め
る
と
都
心
部
か
ら
手
軽
に
行
け
る
休
養
地
と
し
て
修
法
ケ
原
一
帯
の
再

度
公
園
は
休
祭
日
に
は
六
甲
山
地
随
一
の
休
養
地
と
変
る
に
い
た
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
十
五
年
に
紀
元
二
千
六
百
年
の
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
奥
再
度
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
沿
い
の
再
度
山
北
麓
の
山
地
百
四
町
歩
を
相
し
、
圏
内
は
も
ち
ろ
ん
世
界
各
国
産
の
植
物
四

O
O種

を
集
め
た
自
然
林
を
か
た
ち
ど
っ
た
森
林
植
物
園
、

さ
ら
に
そ
の
西
南
部
約
二
町
歩
の
土
地
を
相
し
て
温
帯
、
亜
熱
帯
、
寒
帯
、
高
山
な

ど
の
植
物
一
五

O
O種
を
集
め
た
小
中
学
生
、
高
校
生
の
理
科
教
材
用
の
教
育
植
物
園
が
建
設
さ
れ
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
一
般
に
も
開

放
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
再
度
山
一
帯
の
観
光
、
休
養
地
と
し
て
の
価
値
は
高
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
o

と
り
わ
け
森
林
植
物
園
は
植
物
本

来
の
群
落
形
態
を
知
る
う
え
に
便
利
な
わ
が
国
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
植
物
園
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
圏
内
の
長
谷
池
を
中
心
に
広
い
芝
生
が

あ
り
、
樹
林
聞
に
縦
横
に
迫
逢
路
が
設
け
ら
れ
、
林
聞
の
景
色
も
す
ば
ら
し
く
、

リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
人
も
多
い
。

五

六
甲
山
頂
の
集
落

⑧ 

集
落
の
推
移

六
甲
山
地
は
す
で
に
述
べ
て
き
た
通
り
明
治
二
十
八
年
(
一
八
九
年
)
に
グ
ル

l
ム
が
山
頂
の
三
国
池
の
ほ
と
り
に
山
荘
を
構
え
友
人

に
P
R
し
て
以
来
、
外
人
の
住
宅
の
建
設
が
相
つ
い
だ
の
と
、
邦
人
の
中
に
も
外
人
の
山
荘
経
営
を
見
習
う
も
の
も
現
わ
れ
、
明
治
三
十

一
年
に
一
一
一
戸
、
さ
ら
に
同
四
十
三
年
に
は
外
人
山
荘
四
四
戸
、
邦
人
山
荘
そ
の
他
を
併
せ
一
二
戸
、
大
正
初
期
に
は
外
人
山
荘
五
四
戸
、
本

邦
人
山
荘
九
戸
を
そ
れ
ぞ
れ
数
え
る
に
至
っ
た
。
外
人
山
荘
は
、
大
正
三
年
に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
を
受
け
帰
国
し
た
も

の
が
相
つ
い
だ
た
め
没
落
の
運
命
を
辿
っ
た
が
、
邦
人
山
荘
は
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
に
伴
っ
た
好
景
気
到
来
で
、
増
加
の
一
途
を
た
ど



表 2 戦後における六甲山地の交通施設復旧並びに笠備状況

昭和20年西六甲縦走旧軍用道路ノミス乗入れ開始

昭和27年裏六甲ドライブウェイ パス乗入れ再開

六甲ケーフ、ル展望車備付け正常の運営にもどる

六甲山頂回遊パス営業再開

奥摩耶口一奥摩耶間 定期パス乗入れ開始

摩耶ケーブル復旧，天上寺一奥摩耶間ロープウェイ CO.8km)完成

表六甲ドライブウェイ 復旧

再度山ドライブウェイ 定期ノミス営業再開

西六甲綻走ドライブウェイ完成

奥再度ドライブウェイ定期パス乗入れ開始

芦有高速道路芦屋一有馬間 (10.6km)完成

六甲トンネル(2.8km)完成，神戸一有馬間距離大い;こ短縮される。

六甲山地の観光・休養地化について177 

昭和28年

昭和30年

昭和31年

昭和32年

λF 

昭和36年

昭和42年

っ
た
。
と
り
わ
け
昭
和
五
年
、
阪
神
電
鉄
が
唐
橿
村
そ
の
他
か
ら
買
収
し
た
三
一
一
一

O

万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
土
地
を
開
発
す
る
に
当
り
開
発
方
針
の
一
つ
に
山
荘
化

を
取
り
上
げ
、
建
売
り
別
荘
、
貸
別
荘
の
建
設
に
力
を
注
い
だ
の
で
昭
和
十
二
年
に

は
山
荘
そ
の
他
の
建
造
物
は
三

O
O戸
を
上
廻
っ
て
き
た
。
昭
和
十
三
年
七
月
豪
雨

に
よ
る
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
破
損
、
同
十
六
年
十
二
月
の
大
東
亜
戦
争
の
勃
発
、
同

十
九
年
の
六
甲
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
、
摩
耶

一土出
ケ
ー
ブ
ル
の
撤
去
は
、
六
甲
山
地
の
観

貸散
光
、
休
養
地
化
を
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
さ

探
せ
た
が
、
戦
時
中
撤
去
を
ま
ぬ
が
れ
た

腕
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
の
戦
後
早
々
の
復
活
、

し制
昭
和
二
十
七
年
の
裏
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ

配
ェ
イ
お
よ
び
山
頂
の
回
遊
道
路
の
定
期

刊
パ
ス
の
営
業
再
開
、
翌
二
十
八
年
の
奥

駄
摩
耶
口
、
奥
摩
耶
聞
の
市
バ
ス
の
開

最
通
、
同
三
十
年
の
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
の
復

轄
活
、
翌
三
十
一
年
の
表
六
甲
ド
ラ
イ
ブ

ウ
ェ
イ
の
再
開
お
よ
び
翌
三
十
二
年
の
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再
度
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
定
期
パ
ス
運
行
再
開
と
い
う

よ
う
な
交
通
施
設
の
整
備
な
ら
び
に
昭
和
三
十
五
年
頃

か
ら
始
ま
っ
た
所
得
倍
増
景
気
に
よ
る
レ
ジ
ャ
ー
ブ
l

ム
の
到
来
で
六
甲
山
地
に
休
養
、
観
光
、

ハ
イ
キ
ン
グ

を
か
ね
て
訪
れ
る
人
た
ち
が
激
増
し
た
。
ま
た
、
戦
後

民
主
化
時
代
の
到
来
で
銀
行
、
会
社
あ
た
り
で
山
頂
に

保
養
所
を
競
っ
て
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
時
代
の

要
求
に
応
じ
て
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
代
っ
て
短
日
月
契
約
の

豪
華
な
貸
山
荘
、

ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
な
ど
保
養
施
設
も
時
代
の
要
求
に
応
じ
て
多
彩
化
の

図 5

傾
向
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
昭
和
三
十
四
年
に
は
六

八
戸
す
な
わ
ち
戦
前
の
最
盛
期
の
戸
数
を
す
で
に
二
倍

上
廻
る
に
い
た
っ
た
。

ま
た
戦
前
の
保
養
施
設
は
グ
ル

l
ム
の
一
二
国
池
々
畔

の
山
荘
が
代
表
す
る
よ
う
に
展
望
は
よ
く
な
い
が
、
建

設
し
や
す
く
安
全
性
の
大
き
い
六
甲
山
頂
に
東
西
に
広

が
る
分
水
嶺
の
平
坦
地
に
拡
大
す
る
傾
向
を
み
せ
て
き
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仁コ 。-15'
ESSl 16-30 
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図 6A 六甲山頂の高度と傾斜

15川
長

図 6B 六甲山頂の家屋密度(昭和35年現在)
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写真 4 断崖絶壁の景勝地に進出した最近の六甲

山頂の山荘

写真 5 昭和40年 9月の台風で屋根を完全に吹き

とほされた急傾斜面の山荘

た
が
、
戦
後
は
、
建
築
技
術
の
進

歩、

平
坦
地
の
払
底
と
い
う
よ

り
、
展
望
第
一
主
義
か
ら
、
断
崖

絶
壁
に
臨
ん
だ
主
尾
根
あ
る
い
は

副
尾
根
末
端
部
の
危
険
き
わ
ま
る

土
地
に
保
養
施
設
が
進
出
し
、
台

風
通
過
時
に
は
甚
大
な
被
害
を
蒙

る
と
い
う
憂
慮
す
べ
き
傾
向
が
強

ま
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
最
近
の

六
甲
山
頂
の
保
養
施
設
は
、
西
に

観
光
牧
場
付
近
か
ら
東
は
極
楽

ト
、
雲
ケ
岩
か
ら
南
は
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
山
上
駅
か
ら
天
拘
岩
に
わ
た
る
東
西
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
の
広
い
地
域

渓
、
北
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
イ
ン

⑮ 

集
落
の
密
度
と
傾
斜

に
亘
る
尾
根
や
斜
面
に
分
布
す
る
に
い
た
っ
た
o

神
戸
市
発
行
の
昭
和
三
十
五
年
測
図
の
三
千
分
の
一
の
六
甲
山
頂
付
近
の
地
形
図
に
一
辺
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
実
距
離
一
一
一

O
メ
I

ト
ル
の
方
眼
を
か
け
、
そ
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
建
造
物
の
う
ち
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
よ
う
な
短
期
的
な
建
造
物
は
除
外
し
、
同
一
敷
地
内



の
別
棟
は
一
応
二
戸
と
算
定
し
、
家
屋
密
度
を
求
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
家
屋
の
密
度
の
最
も
高
い
地
域
に
つ
い
て
み
る
と
、

そ
れ
ら
の
地
域
は
山
頂
の
交
通
の
要
地
記
念
碑
西
側
お
よ
び
、
ゴ
ル
フ
場
東
側
の
山
水
荘
、
カ
ン
ト
リ
ー
山
荘
地
区
と
い
う
こ
と
に
な
る
c

前
者
は
、
記
念
碑
下
が
観
光
パ
ス
の
駐
車
場
に
な
っ
て
以
来
急
速
に
商
庖
密
集
地
化
し
た
地
域
で
あ
り
、
前
者
は
極
楽
茶
屋
西
側
の
地
表

傾
斜
一
五
度
以
下
の
平
坦
地
を
利
用
し
て
阪
神
電
鉄
が
小
規
模
の
建
売
り
、
貸
別
荘
の
建
築
を
早
く
か
ら
始
め
た
地
域
で
あ
る
o

記
念
碑

西
側
、
山
水
荘
、
カ
ン
ト
リ
ー
山
荘
付
近
に
つ
い
で
家
屋
の
密
集
度
が
高
い
地
域
は
天
拘
岩
住
宅
地
、
記
念
碑
東
側
の
六
甲
小
学
校
付
近
、

前
ノ
辻
か
ら
丁
字
ケ
辻
に
か
け
て
の
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
の
地
域
は
何
れ
も
傾
斜
十
五
度
以
下
の
尾
根
の
平
坦
面
か
ら

十
五
度
以
上
の
急
傾
斜
面
に
移
り
変
る
南
向
の
傾
斜
変
換
点
の
景
勝
地
を
利
用
し
、
保
養
施
設
が
近
年
急
激
に
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
き

た
地
域
で
、
六
甲
山
頂
の
最
高
の
山
荘
地
域
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
シ
ュ
ラ
イ
ン
ロ

i
ド、

ノ
l
ス
ロ
ー
ド
、

サ
ウ
ス
ロ
ー
ド
、

ケ

l
ブ

六甲山地の観光・休養地化について

ル
六
甲
山
頂
駅
か
ら
記
念
碑
前
に
通
ず
る
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
西
側
に
家
屋
の
密
度
の
か
な
り
高
い
地
域
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
は
、
副
尾

根
づ
た
い
の
傾
斜
十
五
度
内
外
の
展
望
の
よ
い
地
域
を
求
め
て
、
戦
後
保
養
施
設
の
進
出
傾
向
が
高
ま
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
o

要
す
る

に
六
甲
山
頂
の
最
近
の
保
養
施
設
は
安
全
率
は
大
き
い
が
眺
望
は
よ
く
な
い
尾
根
中
央
部
の
平
坦
面
か
ら
、
安
全
性
で
は
問
題
は
あ
る
が

眺
望
の
よ
い
尾
根
端
の
傾
斜
変
換
地
点
に
進
出
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、

地
表
傾
斜
と
の
関
係
か
ら
み
る

と
、
標
高
七

O
O
I八
0
0
メ
ー
ト
ル
の
主
尾
根
な
ら
び
に
副
尾
根
上
の
傾
斜
一
五
度
以
下
の
地
域
に
集
中
傾
向
が
強
く
、

一
五

t
三

O

度
の
傾
斜
変
換
地
点
に
近
づ
く
と
家
屋
の
密
度
も
急
激
に
低
下
し
、
標
高
七

0
0
メ
ー
ト
ル
以
下
、
傾
斜
三
一
度
の
ま
わ
り
の
断
層
崖
の

急
傾
斜
面
に
近
づ
く
と
完
全
に
家
屋
は
姿
を
消
し
、
近
時
山
麓
の
神
戸
、
芦
屋
市
な
ど
で
は
住
宅
の
山
地
進
出
が
顕
著
に
な
っ
た
と
い
う

も
の
の
両
者
の
聞
に
完
全
な
不
連
続
面
が
み
ら
れ
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

181 
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集
落
の
機
能
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るは
機
能
を
分
類
し
て
み
る
と
、
会
行
銀
社
、
そ
の
他
の
民
間
企
業
団
体
所
属
の
山
荘
が
全
体
の
三
三
・
四
%
(
一
一
O

一
献
九
戸
)
を
占
め
て
最
も
多
く
、
個
人
山
荘
は
一
二
三
口
ノ
(
一
八
二
二
%
)
で
こ
れ
に
つ
ぎ
、
以
下
バ
ン
ガ
ロ
ー
、

一
賜
貸
山
荘
、
商
匝
、
個
人
住
宅
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
公
共
施
設
、
そ
の
他
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
山
頂
の
全
戸
数
六

J

一ム一山

糊
一
拾
一
八
戸
の
う
ち
そ
の
六
一
一
元
が
山
荘
で
あ
り
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
を
合
せ
る
と
全
体
の
八
O
%
近
く

ワ

コ

一

み

れ

h
r

一
泊
が
保
養
施
設
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一
応
予
想
通
り
の
結
果
が
現
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
山
荘
の
所
有
形
態
か

一
荘
荘
一
川

一
仙
仙
一
明
ら
み
る
と
戦
前
は
個
人
所
有
の
山
荘
が
独
占
的
傾
向
を
示
し
て
い
た
の
に
対
し
、
戦
後
は
会
社
、
民
間
企
業
団
体

一1
ノ

~
f
一
;

市
一
円
一
所
有
の
山
荘
が
次
第
に
数
を
増
し
、
昭
和
三
十
五
年
頃
か
ら
会
社
そ
の
他
の
企
業
団
体
所
有
の
山
荘
が
個
人
所
有

個人会社山荘の推移表 3

38 37 36 35 34 33 32 31 30 

114 113 109 105 105 104 94 82 89 70 62 

140 

て
昭
和
三
十
四
年
度
に
調
査
し
た
山
頂
六
一
八
戸
の
家
屋
の

(33.7) 
u〆

.0 

六
甲
山
頂
は
前
述
の
通
り
英
人
グ
ル

1
ム
が
三
国
池
の
ほ

と
り
に
山
荘
を
構
え
て
以
来
急
激
に
休
養
、
観
光
集
落
化
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
観
光
、
休
養
集
落
化
す
る
に
つ
れ
て

132 

総数 618戸(昭34)

機能別家屋の割合

郵
政
省
、
国
鉄
の
無
線
仲
継
施
設
も
進
出
し
て
く
る
な
ど
山

136 

商
庖
も
増
加
し
て
き
た
し
、
保
養
施
設
も
社
会
経
済
事
情
の

変
化
で
そ
の
内
容
も
変
っ
て
き
た
し
、
郵
便
局
、
電
話
局
、

128 

保
健
所
を
始
め
最
近
で
は
岡
山
頂
特
有
の
地
形
に
着
目
し
て

115 

図 1

頂
の
集
落
の
構
造
も
多
様
化
の
傾
向
を
示
す
に
い
た
っ
た
。

100 

試
み
に
神
戸
水
道
局
が
山
頂
に
水
道
を
建
設
す
る
に
当
つ

87 

そヵi也

68 57 30 43 



の
そ
れ
を
上
廻
り
始
め
、
同
三
十
九
年
に
は
会
社
そ
の
他
の
企
業
団
体
所
有
の
山
荘
が
五
六
泌
を
占
め
る
に
い
た
り
、
六
甲
山
頂
が
高
額

所
得
者
の
休
養
地
域
か
ら
最
近
一
般
庶
民
の
休
養
地
に
大
き
く
模
様
が
え
し
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
社
宅
は
と
も
か
く
と

し
て
個
人
住
宅
が
全
戸
数
六
一
八
戸
の
う
ち
三
七
戸
(
六
・
一
%
)
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
六
甲
山
頂
が
季
節
的
な
居
住
地
時
代

が
す
で
に
去
り
、
常
住
地
に
変
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
興
味
深
い
。
飽
方
電
鉄
会
社
そ
の
他
は
戦
前
短
期
間
滞
在
す
る
観
光
、
休

養
客
に
山
頂
の
景
勝
地
に
六
甲
山
ハ
ウ
ス
、

六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
(
以
上
阪
神
電
鉄
系
)
、

(
阪
急
電

ノ、

甲
山
ホ
ア

Jレ

凌
雲
荘
、

鉄
系
)
、

一
般
庶
民
の
短
期
滞
在
客
が
手
軽
に
利
用
で
き
る
保
養
施
設
と
し
て
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
を
準
備
し
て
そ
れ
に
当

全
但
ハ
ウ
ス
、

て
、
前
ノ
辻
北
側
、
天
狗
岩
付
近
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
は
キ
ャ
ン
プ
討
と
と
も
に
六
甲
山
頂
の
名
物
と
な
っ
た
が
、
戦
後
一
般
大
衆
の
経
済
生

活
が
向
上
す
る
に
つ
れ
、
こ
れ
を
利
用
す
る
も
の
が
減
少
し
、
こ
れ
に
代
っ
て
短
期
契
約
の
い
わ
ゆ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
式
豪
華
な
貸
山
荘
の

六甲山地の観光・休養地化について

出
現
と
な
っ
た
o

ま
た
豪
華
版
好
み
の
戦
後
の
傾
向
は
個
人
あ
る
い
は
民
間
企
業
団
体
所
有
の
山
荘
に
も
波
及
し
、
戦
前
阪
神
電
鉄
が
提

供
し
た
間
数
三
、
台
所
、
便
所
、
玄
関
付
の
建
坪
三

O
坪
前
後
の
木
造
か
瓦
葺
き
の
小
規
模
の
独
立
山
荘
か
ら
、
最
近
で
は
延
建
坪
五

O

ー
六

O
坪
以
上
、
三

1
四
階
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
豪
華
山
荘
の
出
現
が
め
だ
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
山
荘
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化

は
、
市
民
の
経
済
生
活
の
向
上
に
よ
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
戦
後
山
荘
が
眺
望
は
よ
い
が
、
台
風
通
過
時
に
は
強
烈
な
谷
風
を
真
一

と
も
に
受
け
木
造
家
屋
が
甚
大
な
被
害
を
繰
り
返
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
、
す
、
そ
う
し
た
被
害
を
受
け
や
す
い
六
甲
山
地
南
側
の
急
傾

斜
面
に
進
出
す
る
傾
向
が
相
変
ら
ず
強
い
だ
け
に
、
今
後
も
引
き
続
き
顕
著
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

....t... 
J、
人
口
の
融
構
造

183 

③ 

人
口
の
推
移
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六
甲
山
頂
の
よ
う
に
夏
季
の
酷
暑
を
避
け
る
た
め
の
避
暑
地
と
し
て
発
達
し
た
と
こ
ろ
で
人
口
を
正
確
に
把
握
す
る
の
は
む
つ
か
し
い

う
え
に
、
現
在
六
甲
山
の
主
要
居
住
地
域
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
昭
和
六
年
に
西
灘
、
六
甲
村
、
同
二
十
二
年
に
有
野
村
、
同
二
十
五

年
に
住
吉
村
が
神
戸
市
域
に
編
入
さ
れ
る
ま
で
は
行
政
区
画
の
一
本
化
が
お
く
れ
、

わ
が
国
の
人
口
調
査
が
正
式
に
行
わ
れ
る
に
至
っ
た

大
正
九
年
以
降
で
も
、
神
戸
市
に
編
入
に
際
し
て
旧
住
吉
村
、
有
野
村
な
ど
の
地
区
別
人
口
資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
今
と
な
っ
て

は
、
昭
和
三
十
年
以
前
の
六
甲
山
頂
の
人
口
数
に
つ
い
て
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
た
o

そ
こ
で
や
む
を
得
ず
残
存
資
料
で

六
甲
山
頂
の
人
口
の
推
移
に
つ
い
て
調
べ
る
と
一
応
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
に
思
わ
れ
る
o

六
甲
山
頂
に
人
々
が
住
居
を
構
え
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
英
人
グ
ル

l
ム
が
山
頂
の
三
国
池
付
近
に
山
荘
を
構

え
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
三
年
六
月
に
は
「
一
昨
年
六
月
、
山
頂
の
外
人
避
暑
地
よ
り
帰
神
せ
る
知
名
外
友
某
氏
の
談
に

よ
れ
ば
、

目
下
同
地
滞
在
の
外
人
は
ル
カ
ス
、
グ
ル

l
ム、

ト
ニ
ッ
ク
ラ
フ
ト
の
諸
氏
を
始
め
約
六

O
名
あ
り
:
:
:
」

す
で
に
夏
は
六

O
名
の
滞
在
客
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
明
治
コ
一
十
五
年

八
月
二
十
七
日
付
「
新
日
報
」
)
と
あ
り
、

さ
ら
に
大
正
二
年
に
な
る
と

「
六
甲
山
に
現
在
居
住
し
て
い
る
外
国
人
は
一
四
四
人
(
内
男
五
四
人
、
女
九

O
人
)
、
使
用
人
お
よ
び
商
人
二
一
九
人
(
内
男
七
七
人
、

女
一
四
二
人
)
:
:
:
」

(
大
正
二
年
九
月
十
四
日
付
外
字
紙
)
と
あ
り
、
同
報
告
に
は
子
供
は
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
夏
季
の
山
頂
住
在

者
は
内
外
人
併
せ
て
三
六
三
人
に
の
ぼ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
o

と
こ
ろ
が
明
治
中
期
以
後
六
甲
山
頂
の
主
要
居
住
者
と
な
っ
た
外
人
は

大
正
三
年
に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
に
帰
国
し
、
代
っ
て
本
邦
人
の
居
住
者
が
年
を
追
っ
て
多
く
な
り
、
戦
前
の
最
盛
期
の

昭
和
十
二
年
に
は
六
甲
山
頂
の
戸
数
は
一
二

O
O戸
を
上
廻
っ
た
の
で
、
夏
期
の
人
口
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
常
住
人
口
も
か
な
り
の
数
に
達

し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
。

昭
和
十
三
年
七
月
豪
雨
に
よ
る
登
山
路
の
破
損
そ
の
後
に
深
刻
度
を
加
え
た
東
亜
の
動
乱
で
六
甲
山
頂
の
観
光
、
休
養
地
化
は
一
頓
座
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を
き
た
し
た
が
、
終
戦
後
は
戦
災
で
焼
け
出
さ
れ
た
人
た
ち
の
中
で
山
頂
の
山
荘
に
住
居
を
移
す
も
の
も
ふ
え
、
昭
和
二
十
五
年
に
は
兵

庫
区
唐
植
地
区
で
二
五
三
人
、
東
灘
区
住
吉
町
西
谷
山
で
九
七
人
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
o

そ
の
後
兵
庫
区
唐
植
地
区
の
よ
う
に
戦
災
、

疎
開
者
の
引
揚
げ
で
一
時
人
口
の
減
少
を
み
た
が
、
そ
れ
は
寧
ろ
例
外
で
戦
後
の
経
済
事
情
が
好
転
し
、
六
甲
山
頂
の
観
光
、
休
養
化
が

復
活
す
る
に
つ
れ
六
甲
山
頂
の
人
口
は
、
昭
和
三
十
年
に
は
五
七
二
人
、
同
三
五
年
に
は
六
三
一
人
、
同
四
十
年
に
は
九
一
五
人
に
の
ぼ

り
、
大
正
初
期
の
人
口
の
三
倍
に
も
な
っ
た
し
、
性
比
別
人
口
の
不
均
衡
も
次
第
に
大
き
く
な
り
、
昭
和
三
十
年
頃
で
は
女
子
大
口
を
一
一
一

%
ば
か
り
下
ま
わ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
男
子
人
口
も
昭
和
四
十
年
に
は
九
%
も
下
り
、
性
比
別
人
口
の
構
成
か
ら
み
て
も
観
光
、

休
養
地
的
性
格
が
強
く
な
っ
て
き
た
。

185 

⑧ 

年
齢
別
人
口
構
成
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昭
和
三
十
九
年
の
住
民
登
録
人
口
七
一
四
人
(
男
三
三
一
人
、
女
三
八
三
人
)

の
性
比
別
、
年
齢
別
人
口
の
割
合
を
調
べ
る
と
、
三

O

ー
三
五
才
、
六
五

t
七

O
才
の
男
子
人
口
が
同
年
齢
層
の
女
子
人
口
数
を
上
廻
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
他
の
年
齢
層
で
は
何
れ
も
女
子

人
口
数
が
男
子
人
口
数
を
上
廻
り
、
性
別
、
年
齢
別
人
口
の
割
合
で
も
観
光
、
休
養
地
的
性
格
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た

男
・
女
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
別
人
口
構
成
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
男
子
人
口
で
は
五

t
二
五
才
、
一
二
五

t
四
O
才
の
人
口
の
割
合
が
同
年
齢

層
の
全
国
平
均
人
口
の
割
合
よ
り
い
ち
じ
る
し
く
小
さ
く
、
そ
の
反
対
に
五

O
I七
O
才
の
高
年
齢
層
の
人
口
数
の
割
合
が
同
年
齢
層
の

全
国
平
均
人
口
数
の
割
合
に
く
ら
べ
て
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
女
子
人
口
で
は
五

t
二
O
才
の
年
齢
層
の
割
合
が
全
国
平
均
同
年
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h
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に
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べ
て
か
な
り
小
さ
く
、
三
五

l
六
豆
才
の
年
齢

30 40 

層
の
人
口
の
割
合
が
同
年
齢
層
の
全
国
平
均
に
く
ら
べ
て
か
な
り
大
き
く
な

六甲山頂の年齢別人口構成

し
て
は
定
着
率
の
大
き
い
定
年
退
職
者
か
未
亡
人
な
ど
に
よ
っ
て
主
と
し
て

20 

っ
て
い
る
。
男
女
を
通
じ
二
十
才
以
下
の
年
齢
層
の
人
口
の
割
合
が
少
い
の

六
甲
山
頂
に
は
小
学
校
は
あ
る
が
、

l土

中
学
校
以
上
の
学
校
設
備
は
な

/0 

く
、
進
学
に
多
大
の
困
難
を
伴
っ
た
り
、
山
上
の
商
売
、

ホ
テ
ル
な
ど
の
勤

。/e> 

務
者
の
大
半
は
住
み
込
み
で
は
な
く
通
勤
の
人
が
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
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た
男
女
と
も
に
中
高
年
層
の
人
口
の
割
合
が
、
山
荘
の
留
守
番
、
作
業
員
と

図 8

占
め
ら
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
中
高
年
齢
層
の
人

口
の
割
合
が
大
き
い
こ
と
が
前
述
の
二
十
才
以
下
の
若
い
年
齢
層
の
人
口
の

少
な
い
こ
と
を
裏
童
一
目
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。



O 

職
業
別
構
成

六
甲
山
頂
在
住
者
の
人
口
の
性
比
別
、
年
齢
別
構
成
を
み
る
と
前
述
の
通
り
、
全
国
の
形
態
と
は
全
然
趣
が
ち
が
っ
て
観
光
、
休
養
ら

し
い
特
色
が
み
ら
れ
る
が
、
山
頂
住
民
の
職
業
別
構
成
を
調
べ
る
と
、
夏
季
を
中
心
と
し
て
保
養
地
ら
し
い
特
色
が
み
ら
れ
興
味
深
い
。

す
な
わ
ち
昭
和
三
十
九
年
に
お
け
る
山
頂
常
住
者
二
五
四
世
帯
の
職
業
別
構
成
を
み
る
と
、
世
帯
主
が
山
荘
の
管
理
人
で
妻
が
無
職
の
場

合
が
全
体
の
四
八
%
(
一
二
二
世
帯
)
を
占
め
、
断
然
多
く
、
世
帯
主
が
主
と
し
て
山
頂
の
職
場
に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
妻
が
山

荘
の
管
理
人
で
あ
る
場
合
が
全
体
の
一
八
%
(
四
六
世
帯
)
を
こ
れ
に
次
い
で
多
く
、
以
下
世
帯
主
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
妻
が
無
職
、
世

帯
主
が
自
家
営
業
、
そ
の
他
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
山
頂
定
住
世
帯
の
六
八
活
は
い
ず
れ
も
山
荘
関
係
世
帯
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た

山
荘
と
無
関
係
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
で
も
職
場
は
ホ
テ
ル
、
郵
便
局
、
電
話
局
、
無
線
仲
継
所
、

カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
ゴ
ル
フ
場
、

六甲山地の観光・休養地化について

六
甲
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
よ
う
に
職
場
の
ほ
と
ん
ど
が
山
頂
に
所
在
す
る
職
場
に
限
ら
れ
、
終
戦
直
後
に
多
か
っ
た
山
下
の
職
場
に
ケ
l
ブ

ル
で
通
勤
す
る
も
の
は
最
近
は
十
数
名
近
く
に
ま
で
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

⑮ 

人
口
の
流
動
圏
と
定
着
率

昭
和
三
十
九
年
の
住
民
票
を
指
票
に
六
甲
山
頂
常
住
者
七
一
四
人
の
前
住
地
を
調
ら
べ
る
と
、
前
住
地
が
六
甲
山
地
南
麓
の
南
神
戸
が

全
体
の
二
O
%
を
占
め
、
岡
山
地
北
麓
の
北
神
戸
が
一
六
%
を
占
め
て
こ
れ
に
次
ぎ
、
以
下
山
上
生
れ
(
一
四
万
三
西
日
本
(
十
二
%
)
、
神

戸
市
を
除
く
兵
庫
県
(
一
O
M
)
、
大
阪
府
(
一
O
M
)
、
山
上
の
他
の
地
域
(
九
%
)
、
東
日
本
(
五
%
)
、
近
畿
(
四
%
)

の
順
に
な
っ
て
お

り
、
前
住
地
が
兵
庫
県
内
で
あ
る
も
の
が
全
体
の
四
六
%
、
前
住
地
が
神
戸
で
あ
る
も
の
が
三
六
%
と
な
っ
て
お
り
、
隣
接
地
域
か
ら
の

来
住
者
が
絶
対
多
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
神
戸
市
か
ら
の
来
住
者
の
う
ち
南
神
戸
か
ら
の
来
住
者
が
北
神
戸
か
ら
の
来
住
者
を
四

187 

%
上
廻
っ
て
い
る
が
、
南
神
戸
と
北
神
戸
の
人
口
比
は
二
二
対
一
で
あ
る
か
ら
、
人
口
数
か
ら
み
る
と
北
神
戸
か
ら
の
来
住
者
率
が
絶
対
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多
く
、
六
甲
山
頂
と
北
神
戸
と
の
結
び
つ
き
が
き
わ
め
て
強
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
前
住
地
が
山
頂
に
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
山
頂
生
れ

の
も
の
が
一
九
%
も
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
近
年
六
甲
山
頂
で
の
定
着
率
が
高
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
関
係
は
山

頂
住
民
の
在
住
年
数
に
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
o

す
な
わ
ち
山
頂
在
住
者
七
一
四
人
の
在
住
年
数
を
調
べ
る
と
、
在
住
年
数
が
四
年
以
下

の
も
の
が
全
体
の
四
O
%
を
占
め
最
も
多
く
、

五

t
九
年
の
在
住
者
が
二

0
・
九
%
を
占
め
て
こ
れ
に
つ
、
ぎ
、
以
下
一
O
I
一
四
年
(
一

四
・
三
%
)
、

一
五

l
一
九
年
(
一

0
・
九
%
)
そ
の
他
の
順
に
な
っ
て
い
る
が
、
在
住
年
数
二
五

l
二
九
年
(
五
・
一
%
)
、
三
O
年
以
上

(
六
・
一
%
)
、

す
な
わ
ち
戦
前
か
ら
の
在
住
者
も
一
一
%
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、

六
甲
山
頂
住
民
の
居
住
年
数
が
長
期
化
を
示
し
て
き
た

」
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

七

結

ぴ

神
戸
市
や
阪
神
諸
都
市
の
背
後
に
横
た
わ
っ
て
い
る
六
甲
山
地
は
最
高
地
点
の
東
六
甲
山
で
九
三
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
と
り
た
て
て

い
う
ほ
ど
高
い
山
で
は
な
い
が
西
は
垂
水
、
塩
屋
の
浜
か
ら
東
は
武
庫
川
畔
に
か
け
て
東
西
約
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
大
阪
湾
か
ら
山
田

川
、
有
野
川
に
か
け
て
南
北
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
亘
っ
て
横
た
わ
り
北
摂
、
丹
波
地
方
と
神
戸
市
や
阪
神
地
方
と
の
突
通
、
連
絡
を
妨

げ
、
明
治
中
期
ま
で
は
採
草
、
薪
炭
材
を
求
め
て
山
麓
の
人
が
入
り
こ
ん
だ
り
、
北
摂
と
神
戸
地
方
の
最
短
コ

l
ス
を
選
ん
だ
人
た
ち
が
通

過
す
る
に
す
、
ぎ
ず
、
明
治
の
中
期
神
戸
市
在
住
の
外
人
が
山
頂
の
風
物
、
気
候
に
注
目
し
て
山
荘
を
構
え
る
ま
で
は
無
人
地
域
と
し
て
放
置

さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
度
英
人
グ
ル

l
ム
が
山
頂
に
山
荘
を
構
え
友
人
に
宣
伝
す
る
や
、
こ
れ
に
見
習
っ
て
山
頂
に
山
荘
を
構
え
る

外
人
が
相
つ
ぎ
い
わ
ゆ
る
外
人
村
が
で
き
、
長
崎
県
の
雲
仙
、
神
奈
川
県
の
箱
根
仙
石
原
と
な
ら
び
称
せ
ら
れ
た
避
暑
地
と
し
て
有
名
に

な
っ
た
。
も
っ
と
も
六
甲
山
頂
の
外
人
村
は
大
正
三
年
欧
洲
大
戦
が
勃
発
し
て
山
荘
所
有
の
外
人
の
帰
国
が
相
つ
ぐ
と
没
落
す
る
か
に
見



え
た
が
、
こ
ん
ど
欧
洲
大
戦
の
勃
発
で
懐
工
合
が
よ
く
な
っ
た
邦
人
が
外
人
に
代
っ
て
山
頂
に
山
荘
を
を
構
え
始
め
、
こ
ん
ど
は
富
豪
の

避
暑
地
に
変
っ
て
い
っ
た
。

山
頂
の
広
大
な
土
地
を
唐
橿
村
か
ら
入
手
し
た
阪
神
電
鉄
や
阪
急
電
鉄
な
ど
が
観

そ
し
て
昭
和
の
始
め
、

光
、
休
養
地
と
し
て
綜
合
的
な
閣
発
に
乗
り
だ
し
、
山
頂
に
高
山
植
物
園
、

カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
そ
の
他
の
観
光
、
遊
覧
施
設
を
設
け
た

り
、
高
額
所
得
者
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
一
般
庶
民
向
の
保
養
施
設
を
提
供
し
た
り
、

さ
ら
に
、
山
麓
と
山
頂
の
交
通
施
設
の
整
備
に
呼

応
し
て
山
頂
の
交
通
施
設
を
整
備
す
る
や
、
観
光
、
休
養
、
登
山
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
人
達
が
激
増
し
、
外
人
村
時
代
に
は
僅
か
五
、
六

O
戸
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
山
荘
も
、
昭
和
十
二
年
墳
は
三

O
O戸
を
上
廻
り
、

わ
が
国
随
一
の
観
光
、
休
養
、
避
暑
地
に
発
展
し

た
o

明
治
中
期
の
外
人
村
発
生
以
来
急
激
に
進
ん
で
六
甲
山
地
の
観
光
、
休
養
地
化
は
昭
和
十
三
年
七
月
豪
雨
に
よ
る
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ

の
崩
壊
、
昭
和
十
九
年
に
お
け
る
ケ
ー
ブ
ル
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
な
ど
の
運
行
停
止
、
金
属
回
収
の
名
に
よ
る
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
、
六
甲
ロ

l
プ

六甲山地の観光・休養地化について

ウ
ェ
イ
の
撤
去
な
ど
で
山
頂
は
陸
の
孤
島
に
な
り
、
生
命
を
絶
た
れ
た
か
に
見
え
た
が
戦
後
の
混
乱
期
が
す
ぎ
、
交
通
施
設
が
整
備
さ
れ

た
り
、
神
戸
市
が
改
め
て
こ
れ
ま
で
観
光
休
養
地
化
が
お
く
れ
て
い
た
奥
摩
耶
再
度
山
一
帯
の
開
発
に
乗
り
出
す
と
、

レ
ジ
ャ
ー
ブ
l
ム

時
代
の
到
来
も
あ
り
、
観
光
に
休
養
に
あ
る
い
は
登
山
に
六
甲
山
頂
を
訪
れ
る
人
た
ち
が
激
増
し
、

日
曜
、
祭
日
な
ど
は
山
頂
は
市
街
地

な
み
の
雑
沓
地
に
変
っ
て
き
た
。
他
方
六
甲
山
地
の
特
色
で
あ
っ
た
保
養
施
設
も
増
加
す
る
一
方
で
昭
和
三
十
五
年
頃
に
は
六

O
O戸
を

上
廻
り
戦
前
の
最
盛
期
の
二
倍
を
上
廻
っ
て
き
た
し
、
そ
う
し
た
保
養
施
設
も
、
戦
後
の
世
相
を
反
影
し
て
、
戦
後
は
社
員
向
の
保
養
施

設
が
年
と
と
も
に
そ
の
割
合
が
多
く
な
り
、
戦
前
の
特
色
で
あ
っ
た
高
額
所
得
者
の
保
養
施
設
の
割
合
は
急
激
に
減
少
し
て
き
た
の
み
な

ら
ず
マ
ン
シ
ョ
ン
式
豪
華
な
貸
山
荘
の
進
出
が
め
だ
っ
て
き
た
o

山
頂
住
民
の
性
比
別
あ
る
い
は
年
齢
構
成
を
み
る
と
、
終
戦
時
に
み
ら

れ
た
男
女
数
の
均
衡
は
、
山
頂
の
観
光
、
休
養
地
化
が
進
む
に
つ
れ
て
破
れ
、
女
子
人
口
数
の
増
加
が
目
だ
っ
て
き
て
い
る
し
、
山
頂
定
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住
者
の
職
業
の
大
半
が
山
頂
関
係
者
で
あ
る
の
と
教
育
施
設
の
不
備
が
影
響
し
て
全
国
の
平
均
と
く
ら
べ
る
と
、
青
少
年
層
の
人
口
の
割
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合
が
少
な
く
、
中
高
年
層
の
人
口
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
山
頂
住
民
の
定
着
率
あ
る
い
は
移
動
の
範
囲
を
調
べ
る
と
、
移
動

の
範
囲
は
北
神
戸
を
中
心
と
し
た
隣
接
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
し
、
山
頂
生
れ
や
、
定
着
年
数
二
十
年
以
上
に
お
よ
ぶ
も
の
す
な
わ
ち
終

戦
直
後
か
ら
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
者
も
か
な
り
多
数
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
山
頂
住
民
の
生
活
が
安
定
期
を
迎
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る。

(
明
日
に
東
南
ア
シ
ア
へ
の
出
発
を
控
え
て

一
九
六
八
、
七
、
二
五
)




